
コミュニティ・スクール基盤整備事業 

令和５年度Ａｋｉｈａ教育懇談会報告 
 

１ 事業目的 

秋葉区の個性を生かし、次世代を育む環境づくりを推進するため、区内教育関係者を対象にした懇談

会を開催する。 

地域の子どもを育てる当事者としての意識を高め、地域の教育力向上をはかるとともに、地域が教育

に積極的にかかわる機運を醸成する。 

 

２ 日時   令和５年８月２２日（火）１３：３０～１６：２０（開場１３：００） 

 

３ 会場   秋葉区文化会館 ホール・練習室１ 

 

４ テーマ  未来を担う子どもの豊かな成長は「地域とともにある学校づくり」から 

       ～学校と地域の連携で取り組むコミュニティ・スクールについて～ 

 

５ 日程・内容 

 

【開会】 

１３：３０ 開会あいさつ（副市長、新潟薬科大学学長） 

 

【第１部 地域学校協働活動発表会】（４５分） 

１３：４０ 区長報告 

「区内小中学校のコミュニティ・スクールと地域コミュニティ未来ビジョンの現在地」 

１３：５０ 地域学校協働活動発表（１０分×３地域） 

       ①金津コミ協  「『学園金津』小学校・中学校・コミ協が一体となった取組み」 

       ②新関コミ協  「学校と隣接する強みを生かした取組み」 

       ③山の手コミ協 「こどもは地域の宝！ふれあいまつりの取組み」 

１４：２０ 移動・準備・休憩（１５分） ※ホール舞台、練習室１へ 

 

【第２部 グループワーク】（６０分）※コーディネーター：大正大学 金子洋二氏 

１４：３５ テーマ「地域の未来をパートナーシップでひらく」 

          ・地域のパートナーシップの未来像を共有する 

          ・目指す未来像の実現のための課題とその解決方法を出し合う 

１５：３５ 移動・休憩（１０分） 

１５：４５ 情報共有・感想発表 

１６：０５ コーディネーターによる総括 

 

【閉会】 

１６：１５ 閉会あいさつ（自治協議会副会長） 

１６：２０ 解散 

 

６ 参加者 

・区内の幼稚園、保育園、小学校、中学校、高校 

（園長・校長・教頭・教諭・地域教育コーディネーター・ＰＴＡ役員・ＣＳ委員） 

・新潟薬科大学（学長・副学長他） 

・教育委員 

・区内コミュニティ協議会 

・秋葉区役所（区長・課長他） 

・自治協議会委員 

・まちづくりにかかわる個人や団体 

・学生 
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７ 参加状況 

参加申し込み １３３名 

  当日参加者  １２６名（当日欠席９名 当日参加２名） 

グループワーク参加者 １０５名 

 

８ アンケート結果（回答数 １０１名） 

 

（１）参加者の立場（複数回答） 

 人数 

学校管理職 13 

地域連携担当教員 8 

地域教育コーディネーター 18 

学校その他 3 

学校運営協議会委員 19 

コミュニティ協議会 23 

地域その他 1 

ＰＴＡ 6 

行政・学生等 20 

 

（２）参加者の満足度 
 割合（％） 

とても満足 53.1 

まあ満足 46.9 

やや不満足 0 

不満足 0 

 

（３）参加して成果と感じたこと（複数回答） 
 割合（％） 

自分の意見を述べることができた 40 

他の人の意見を聞くことができた 80 

話す中で自分の考えを整理することができた 18 

どのように議論を進めるのか、参考にすることができた 20 

テーマに対する知識やアイデアを得ることができた 46 

多くの人と交流することや話をすることができた 42 

その他 3 

・多くの意見がまとまり、大きな可能性が感じられた。 

・未来のビジョンについての意見を聞けた。 

・話を聞く中で、自分の考えを整理することができた。 

 

 

（４）地域総がかりで子どもたちを育てる具体的なアイデアを得ることができたか 

 割合（％） 

大いにそう思う 20 

おおむねそう思う 75 

あまり思わない 5 

思わない 0 

 

（５）子どもたちの教育を担う一員として、自分にもできることがあると思ったか 
 割合（％） 

大いにそう思う 27.3 

おおむねそう思う 68.7 

あまり思わない 4.0 

思わない 0.0 
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（６）来年度のＡｋｉｈａ教育懇談会に取り入れたい内容や期待すること（複数回答） 
 割合（％） 

さまざまな立場で教育に関わる者が集まって意見交流したい 54.9 

他校や他地区の学校運営協議会や地域学校協働活動の事例について知りたい 45.1 

学校運営協議会の制度や取組について理解を深めるための講演を聞きたい 17.6 

学校と地域が協働して課題解決する事例を知りたい 63.7 

 

その他自由記述 

･ 若い世代が必要という声が多く言われるため、学生にも広く参加してもらえるような形にしたい。 

･ 質疑応答が自由にできるような場を設けてほしい。大会場では距離があるので小グループでやり

とりがポンポンできるように。 

･ 他校、他地区の事例紹介がすごく良い。 

･ グループワークでそれぞれの立場の活動、これからのことについて話を聞くことができ、今後の

活動の参考となった。活動発表～地域の特色を活かしたすばらしい活動をされており、刺激を受

けました。 

･ 全て参考になり今後の活動に参考にしたい。 

･ 教育関係者以外の立場の参加が大切だと思います。 

･ このような様々な方との意見交かんの機会はとても貴重です。講演をきくよりも貴重です。 

･ 子供や保護者が地域について持っている夢や希望がどんな物が知りたい。 

･ 子供たちを地域総がかりで「どのように育てる」かをもっと多くの方と意見交換したい。 

･ 中学校で部活がなくなることの対策。 

･ どんなまち（づくり）だと秋葉区に定住したいか、どんな教育（学び）があると秋葉区に定住し

たいか、これからの子育て世代（結婚～６才児の子をもつ親）の声をきく 

･ 他地区の事例をたくさん聞かせていただいて、自分たちなら何ができるか、ヒントをいただけま

した。またこのような情報交換の場を設けてください。 

･ もっと学生の参加を増やし、意見交換の場があれば良い。 

･ 継続して活動する事例で、上手く、世代交代をしている地域や活動を紹介してほしい。 

･ 希薄となった横のつながり、地域教育力再生策のアイデアを得たい。 

 

（７）Ａｋｉｈａ教育懇談会ついての感想など自由記述 

･ ３実践それぞれすばらしい発表でした。ありがとうございました。各地域によって課題があり、

それを地域全体が情報共有していくことが大切であることを実感しました。 

･ 大変有意義でした。立場のちがう人と知り合い語り合うのは楽しいと思いました。ありがとうご

ざいました。 

･ 初めての参加でしたがすばらしい会でした。ありがとうございました。 

･ 今年度の教育懇談会はとても身近に感じました。 

･ はじめて参加させていただきましたが、地域の姿がどうあってほしいのかという意見をたくさん

取り入れることができとても良かった。自分のプロジェクトをつくる参考となった。ありがとう

ございました。 

･ 第２部の総括を開示して欲しい 

･ 今回自由意見が交換できて良かった。が、立場が多岐になりすぎてちょっとまとまりにくかった

かも？または時間がもっと欲しい。 

･ グループでの発表を広報等で公表したほうがいいのではないか。発表に限らず班ごとの考え方を

みんなに知らせ、こんなことを学習しているというアイデアを公にしたほうがよいのではないか。 

･ グループワークで様々な意見がきけて良かったです。 

･ よい会に参加しました。多くの教員にも参加してもらうとよいと思いました。 

･ 地域の方の生の意見をきくことができ貴重な経験でした。 

･ 学校と地域コミュ協の連携の重要性を改めて感じた。話し合いの場をつくる、トライ＆エラーで

チャレンジしていく、その姿を見せていくことが大切だと感じました。ありがとうございました。 

･ 昨年に続き参加させていただきました。今年もご参加のみな様の熱い思いに触れることができ大

いに刺激をいただきました。運営、お疲れ様でした。ありがとうございました。 

･ 自分が住んでいる地域外の取り組みの内容や、その背景を具体的な事例を知りながら、学ぶこと

ができました。地域に対して、他人事ではなく、自分事だと考えていくことが重要だと思いまし

た。 
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･ またやりたいです。 

･ 涼しい会場でありがたかった。日程も無理がなく、充実していた。 

･ もっと多くの人が参加できるようにした方がよいと思う。 

･ ワークショップの時間をもっと多くして欲しい。 

･ 山の手のＭさんの話、グループでのＹさんの話が参考になりました。 

･ とてもステキな企画だと思います。（第１部の）発表もできれば子どもたちにも担当してもらっ

てはどうでしょう。 

･ 立場が異なる方と意見を出しあうことができ、良かった。 

･ 地域によってやり方が違うこと、同じ悩みがあることが分かった。へだたりをなくして、広く交

流できるようになればいいと思う。地域全体で子供たちの成長を助けられたらと思う。 

･ いろいろな立場の人の話が聞けて参考になりました。グループワークのテーマがむずかしかった

ですが、他班の発表を聞きながら話し合いの方向はまちがっていなかったと確認できました。 

･ 大変参考になりました。ありがとうございました。 

･ ワーキンググループで話し合ったことが、実現に向けて取り組む一歩になるようにしたい。 

･ ありがとうございました。 

･ コミ協の予算が少なすぎます。人材が集まりません。 

･ 子どもは未来の宝です。その為に何をするかが大事。 

･ ありがとうございました 

･ 素晴らしい会をありがとうございました。 

･ いろいろな話が聞けてよかった。 

･ 様々な立場の方と地域と学校のつながりについてお話ができ、本当にすばらしい時間となりまし

た。本当にありがとうございました。 

･ 意義ある会なのですが、小学校が夏季休業に入るころにご案内いただき、様々な立場の方に広く

この会の文書送付、出欠確認をとるのが難しかったです。早めにご案内いただけると、児童を介

して、又は夏季休業前なので直接文書の受け渡し等もでき、郵送代などがかかりません。事務処

理の時間も大幅に削減できます。ご検討下さるとありがたいです。 

･ 今年度は若い方の意見が聞けて良かったです。 

･ お世話になりました。少子化も考えなくては。 

･ 新潟大学生の若い人の意見が聞けて有意義でした。 

･ 少しむずかしいテーマかなと思ったが、話を聞いたりする中でこれからの進むべきことを整理し

実行したい。 

･ 様々な立場の方の御意見をうかがい参考になりました。 

･ グループワークが良かったです。 

･ 有意義な企画と思います。参加者の増加があると良いと思います。 
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連携の象徴 「連絡通路」 

〇 小学校とコミ協の思いがつながり、心が伝わる。 

〇 双方の連携事業行事などは、お互いに行き来し、綿密に計画・相談・実践 

    （学校からの協力要請 ⇔ コミ協からの協力要請 → コミ協スタッフ 自治会 地域住民） 

平成２２年に小学校新築工事と新関コミュニティセンターの建設工事始まる。この二つの施設建設にあ

たり、両者を繋ぐ「連絡通路」を強く要望し実現する。 

この連絡通路は学校とコミ協（地域）とが強い信頼関係で結ばれる象徴的なものとなっている。 

【はじめに】 

―１− 

新関コミュニティ協議会 
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 月別の連携、支援、共催事業等                  通年実施の事業 

事業等 内容等 事業等 内容等  

４月 〇安心安全見守り隊（５０人余） 

 ・出発式・児童との対面式 

 ・集団下校指導 

コミ協スタッフ・児童民

生委員・自治会役員・

安全協会・有志等で構

成 

〇登下校時の児童の見守   

 り 

 

 

〇青色パトロール車（3

台）で定期的にまた、緊

急時に出動し地域を巡

回 

 

 

 

 

〇「しんせき児童クラブ」

の運営 

 

 

 

 

 

 

〇しんせき夢マップとマッ

プ補助資料を使っての

地域学習（総合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇会報の発行（年 8 回） 

・「ながらパトロール」を主に 

交通安全・不審者・害獣 

 災害時の誘導 

 

・交通安全・不審者・害獣 

 災害時の誘導・情報収集 

 

 

 

 

 

 

・児童  ３６名 

（長期休業中のみ 5 名を含む） 

・定期的に学校と情報交換 

 会 

・日常、学校職員が児童の

様子確認と学習の支援

等 

 

 

・地域学習の支援 

 コミ協役員・自治会関係

者等 

・ 

 

 

 

・学習の支援 

 コミ協役員・自治会関係

者等 

 

・会報で小学校の活動の様

子や児童クラブの様子を

紹介 

５月 〇５年生田植え支援 

 

〇しんせきふれあい運動会 

〇クリーン作戦 

・地域のお助けマン 

・コミ協スタッフ 

（共催事業） 

（共催事業：学校・育成

会・自治会） 

６月 〇３，４年生茶摘みと茶もみ体験 

 

〇三者合同避難訓練 

 

（小口茶の手摘み保存

会） 

（コミ協・小学校・保育

園） 

７月 〇七夕飾りに願いを込めて ・小学校・保育園・こぐ

ち苑・児童クラブ・地域

のお茶の間・老人クラ

ブ・自治会 

８月 地域行事に参加  

９月 〇はさ木づくり 

 はさ木のある学校として有名 

〇５年生稲刈り 

〇５年生脱穀作業 

〇地域学習と全校ハイキング 

・コミ協スタッフ 

・コミ協スタッフ 

・地域のお助けマン 

 

・しんせき夢マップを

活用した地域の文化

史跡、自然等を探索 

・ガイド役にコミ協スタ

ッフ、自治会 

１０月 〇新関ふれあい祭り・作品展 新関小と同日開催 

学校職員も作品出品 

１１月 〇５年生収穫祭と学習発表 コミ協スタッフや協力

者を招待 

１２月 〇小学校総合学習発表会 コミ協スタッフや協力

者を招待 

 １月  〇全校書初め大会 後日、コミセンにも掲

示 

 ３月 〇ひな飾り作成 つるし雛作成に参加 

−２− 

【学校と連携した事業等】 
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安心安全見守り隊出発式・児童との対面式・集団下校指導 

三者合同避難訓練（小学校・保育園・コミ協） 

５年生田植え・はさ木つくり・稲刈り・はさ掛け・脱穀作業 

茶摘みと茶もみ体験学習 

新関ふれあい運動会 ： パンとり競争・卒業生

によるよさこいソーランおどり 

七夕飾りに夢を託す小学生 

学校職員も出品する新関ふれあい祭り・作品展 

ー3− 
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 〈令和５年度 教育懇談会資料〉 

 
 

新関コミュニティ協議会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                     

 
 
 
 
 
 
 
 

コミセン側                   小学校側 

 

 

新関小学校は今年創立１５０周年を迎え、１２月１日に記念式典が行われる。この節目の年にあたり、学校、ＰＴＡ、コミ

協、地域が一体となって準備を進めている。 

これまで培ってきた先人の偉業と伝統、よき文化や風土、恵まれた自然環境、文武両道を誇りにしてきた地域住民の

学校への思いなどを再確認する機会としたい。そして、学校も地域も共に新しい時代に向け力強い出発の年にしたい。                                               

                                                

                                                

                 

 

新関地域

の活性化 

地域の方を招待し収穫祭 

出張授業 

総合学習の発表会 

自分たちのつるし雛飾りにご満悦 

【終わりに】 

民
間
の
学
童
施
設
が
突
如
閉
館
。
新
関
コ
ミ
セ

ン
を
使
っ
て
の
学
童
保
育
運
営
に
向
け
、
地
域
住
民

の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
。
行
政
側
か
ら
の
要
請
も
あ

り
、
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
が
守
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
き
た
新
関
コ
ミ
協
と
し
て
、
「
児
童
ク
ラ
ブ
」

の
開
設
を
決
断
。
５
年
目
を
迎
え
て
い
る
。 

学
校
か
ら
コ
ミ
セ
ン
ま
で
１
～
２
分
。
道
路
に
出

る
心
配
な
し
。
館
内
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
と
駐
車
場
完

備
の
好
条
件
で
保
護
者
も
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る

と
好
評
。 

学
校
職
員
も
時
々
様
子
を
見
に
来
館
。
学
習
指

導
や
生
徒
指
導
に
も
支
援
。 
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グループワークの様子（写真） 
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各グループの収束用紙一覧 
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